
運営事務局：ロケーションジャパン編集部 
（株式会社地域活性プランニング） 

「おなかいっぱい、ふるさと応援！」  
人気のドラマや映画のロケ地になった55地域大集合！  

わがまち自慢やご当地グルメを通じて、  
みんなの「行きたいまちNO.1」決定戦!!  

平成３０年８月２５日（土）開催 

第４回 全国ふるさと甲子園  
ふるさと対抗！全国「行きたいまち」決定戦  

～『ロケ地＆ご当地グルメ』～ 
 

開催報告書    



主  催：「全国ふるさと甲子園」実行委員会 
 
企  画：NPOふるさと活性隊 
後  援：総務省、観光庁、農林水産省、国土交通省、 
     経済産業省、復興庁、文化庁、 
     全国商工会連合会、秋葉原電気街振興会    
協  力：ロケツーリズム協議会、跡見学園女子大学、 
      (株)TMオフィス、NTT都市開発(株)、 
     デイ・ナイト(株)、相模鉄道(株)、 
      (株)レントシ―バー、(株)東急ホテルズ、 
     ロケなび！、LJマルシェ  
運営事務局：ロケーションジャパン編集部 
      （㈱地域活性プランニング） 

実行委員長：藤崎慎一（ロケツーリズム協議会会長） 

第４回全国ふるさと甲子園 
 

2018年8月25日（土） 

１部：10時～14時 
２部：15時～19時       
秋葉原UDX ２階 

 

出 展 数 ：全国５５地域 
来 場 者 ：３，０３８名 

     （有料入場者数） 

開催情報 
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 「全国ふるさと甲子園」は、観光交流人口、および移住者の増加を促し、地域経済の活性化を
図ることを目的とし、地方公共団体や、マスメディア等が連携し、ロケ地をきっかけとした観光
ＰＲを行うとともに、各地の「ご当地グルメ」を、一般来場者・映像制作関係者らにPRするイベ
ントである。 

～全国ふるさと甲子園の魅力～ 
①メディア露出１８１媒体！ マスメディア注目イベント 
②満足度９８％（一般来場者）！ 食べて、買って、ロケ地を楽しむ日本唯一のイベント 
③映像制作関係者１１４人！ 新たな作品がここから生まれる 
④ロケ実績の活用で、シティープロモーション！ 地元でのロケ・グルメへの評価もUP！ 
⑤協賛・スポンサーゼロ！ 限定3,000名の入場料のみで運営の、ふるさと応援イベント 



ご挨拶と御礼 

 「全国ふるさと甲子園」は、全国で頑張る地域や自治体のみなさんに
さらなるPRの場を提供しようと、産官学の有志が集まり、手作りで始ま
りましたが、皆さまのご協力で、今年で無事４回目を終えることが出来
ました。そして今年は、過去最多の3,038名の有料入場者にご来場いた
だきました。ご協力いただきました皆さまに、厚く御礼申し上げます。 
 
 全国で地方創生が求められる今日、本イベントは、魅力ある地域の資
源をPRする場として、内閣官房「ふるさとづくり有識者会議」の場で提
唱、実現しております。地域おこしは誰かがやるものではなく、気付い
た自分が一歩踏み出して行うものだと思います。今後も、「全国ふるさ
と甲子園」の場が、まちの活性化の一助になりますと幸いです。 

「全国ふるさと甲子園」実行委員会 
実行委員長 藤崎 慎一 

（ロケツーリズム協議会 会長） 

「全国ふるさと甲子園」実行委員会 
運営事務局長 木庭 清美 

（ロケーションジャパン編集部） 

 ご出展された皆さま、大変お疲れ様でございました。今回、出展された
地域の皆さまからは、これまで以上に、観光につなげる努力を強く感じま
した。またブースを訪れたファンの皆さんがロケ地とグルメを楽しむ様子
を拝見し、事務局としましても大変嬉しく思っております。 
 
 「行きたいまちNO.１」は、1日にしてならず。今回の入賞地域は、当日
のパフォーマンスだけでなく、それらの取り組みが高く評価された結果だ
と思っています。「地域の風景と食を堪能し、地域の“おもてなし”に触れ
その地域のファンになる＝ロケツーリズム」。今後も本イベントを通し、
このムーブメントをますます高めていきたいと思っています。 
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各ブースでグルメと作品と観光情報をアピール 

当日の模様 

広島県尾道市 千葉県勝浦市 岡山県瀬戸内市 

滋賀県大津市 
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4 

「行きたいまちNo.1」の称号を目指して、ロケ地・ご当地グルメのほか、観光大使・タレント、 
衣装・ブース装飾などで、まちの魅力をアピール！ 活気溢れるPR合戦が繰り広げられた。 

全国から55地域が集結！ 
有料入場者３，０３８名が来場 



内閣総理大臣補佐官 
みや こし    みつひろ 

宮腰 光寛 氏からのご挨拶 

 ふるさと応援女子結集！ 
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特別ゲストもご来場し、宮腰補佐官からは「自ら考え、自ら行動する、そこに真の地域活性化の
ヒントが隠されている」とご挨拶いただき、藤崎実行委員長も「それぞれが一歩前へ出ましょう
！」と応援。その後、華やかな“ふるさと応援女子“が会場を盛り上げた。 

開会式 

全国ふるさと甲子園実行委員長 
藤崎 慎一 氏 



各地域の首長も率先してPR！ 

綾瀬市 古塩市長 

久慈市 遠藤市長 

飛騨市 都竹市長 
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「私が市の顔となって、まちをPRします」（岩手県久慈市 遠藤市長）、「まちの知名度UPにロ
ケツーリズムは欠かせない」（長野県千曲市 岡田市長）、「官民一体チームで優勝を狙います」 
（神奈川県綾瀬市 古塩市長） 、「市役所を挙げて、若手メンバーで盛り上げます」（岐阜県飛
騨市 都竹市長）と、それぞれトップ自ら思い思いのパフォーマンスを実施した。 

千曲市 岡田市長 

市町自らブースに立って地域をPR！ 



映画監督やプロデューサーなど11４名の映像制作者が来場 

映像制作者とつながる場 
地域のロケ地情報『マッチングカード』で映像関係者にもPR 

佐世保市が舞台となった 
『坂道のアポロン』 

三木孝浩監督 

船橋市と勝浦市が舞台となった
『きらきら眼鏡』犬童一利監督 

ロケ地探しを担当するプロデューサーや制作スタッフと 
地域のロケ誘致担当者が積極的にお互いをPR 

地域の強みを伝える『マッチングカード』 

沖縄国際映画祭「地域発信型映画」の 
吉本興業 覚野公一プロデューサー 
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地域を舞台にした映画、映画祭に出品する地域映画を手掛ける監督やプロデューサーと出会
い、マッチングする場となった。 



グランプリ：愛知県岡崎市 
（Youtubeチャンネル『東海オンエア』×東海オンエアの東海八丁台湾ラーメン） 

実行委員長  
藤崎 慎一氏 

松竹芸能㈱取締役 
小林 敬宜氏 

観光庁 
西川 未来氏 

ロケーションジャパン 
編集長 山田 実希氏 

ドラマ解説者 
木村 隆志氏 

総務省 
萩原 良智氏 

「ﾛｹﾂｰﾘｽﾞﾑ協議会」 
  運営事務局長  

  木庭 清美氏 

最後にサプライズで愛知県岡崎市の 
「東海オンエア」のメンバーが登場！ 

「来年度の全国ふるさと甲子園も 

盛り上げていくぞー！」  

１ 優勝旗（第４回より贈呈！） 
２ 国内唯一のロケ地情報誌 
  「ロケーションジャパン」記事１P 
３ ㈱アライバルクオリティーより 
  受賞スペシャルPV撮影＆公式サイトUP 
４ 「第４回全国ふるさと甲子園」 
  グランプリのロゴ贈呈 

賞品   

  表彰式（行きたいまちNo.1） 
大会の事前からまちの情報発信に力を入れた愛知県岡崎市が見事優勝。準グランプリのいすみ市
は、地元応援団で一丸となりおもてなしに注力した他、3位の千葉県勝浦市では、ブースに設置 
された赤い鳥居の装飾が来場者にまちの魅力を印象づけ、集客に成功した。 



４位：岩手県久慈市 
 （連続テレビ小説『あまちゃん』 
              ×まめぶ汁）  

１ ロケ地情報誌「ロケーションジャパン」インフォメーション枠記事掲載 
２ 「ロケーションジャパン.net」記事掲載 
３ 「第４回全国ふるさと甲子園」グランプリのロゴ贈呈 
 

賞品   

１「シネマズby松竹」サイトにて記事掲載 
２「第４回全国ふるさと甲子園」 
   グランプリのロゴ贈呈 

賞品   
１「毎日スタイル」への記事掲載 
２「第４回全国ふるさと甲子園」 
   グランプリのロゴ贈呈 

賞品   

準グランプリ： 

千葉県いすみ市 
（映画『万引き家族』×じあとん丼）  

３位：千葉県勝浦市 
 （映画『きらきら眼鏡』 
     ×冷やし勝運カツ茶漬け）  

  表彰式（行きたいまちNo.1） 



６位：岐阜県飛騨市 
 （アニメ映画『君の名は。』 
       ×飛騨牛コロッケのひだクロバーガー）  
 
 

７位：神奈川県綾瀬市 
 （映画『空飛ぶタイヤ』×あやせとんすきメンチ）  
 
 

８位：佐賀県唐津市 
 （アニメ『ユーリ!!!on ICE』× 
        佐賀牛＆佐賀県産和牛カレー）  

 

９位：愛知県蒲郡市 
 （ドラマ『ハゲタカ』×ガマゴリうどん）  

 
 

１０位：静岡県河津町 
 （ドラマ『孤独のグルメ Season3』×河津わさび丼）  

５位：広島県尾道市 
 （アニメ・ゲーム『ソラとウミのアイダ』 
            ×海賊バーガー）  

１ ポイント＆懸賞サイト 
  「フルーツメール」（10万人配信）でのPR情報配信 
２ 「第４回全国ふるさと甲子園」グランプリのロゴ贈呈 

賞品   

  表彰式（行きたいまちNo.1） 



２位：『佐賀牛＆佐賀県産和牛カレー』 
               （佐賀県唐津市） 

３位：『じあとん丼』（千葉県いすみ市） 

惣菜･おつまみ部門 
第１位 
『幻の金華豚フランク』 
（静岡県御殿場市） 
２位：『葱っぺ餃子』 
   （千葉県茂原市） 
３位：『小樽産焼ほたて串』 
   （北海道小樽市） 

ご飯･パン･麺部門 

（愛知県岡崎市） 

第１位 
『東海オンエアの東海八丁台湾ラーメン』 

1 ご当地の逸品紹介サイト“LJルシェ”に記事掲載 
2 「第４回全国ふるさと甲子園」のロゴ贈呈 1位賞品   

グルメ部門ランキング 
一般投票で決定するグルメランキングでは、愛知県岡崎市の名産・八丁味噌を使った台湾ラーメン 
がご飯・パン・麺部門を、静岡県御殿場市の希少な金華豚（きんかとん）を使用したフランクフル 
トが惣菜・おつまみ部門の第1位をそれぞれ受賞した。 

1 ご当地の逸品紹介サイト“LJマルシェ” 
 に記事掲載 
2 「第４回全国ふるさと甲子園」ロゴ贈呈 

1位 
賞品   



お土産部門 

第１位 
『たまねぎスープ』 
  （兵庫県淡路島） 

デザート･ドリンク部門 

第１位 
『あんずコンポート入り 
フローズンヨーグルト』 

（長野県千曲市） 

２位：『赤磐の宝石(シャインマスカット)』岡山県赤磐市 

３位：『だっきしょ豆腐』鹿児島県鹿屋市 

1 ご当地の逸品紹介サイト“LJマルシェ”に記事掲載 
2 「第４回全国ふるさと甲子園」のロゴ贈呈 

プレゼンター：東急百貨店 

1 東急百貨店との販売交渉権 獲得 
2 「第４回全国ふるさと甲子園」のロゴ贈呈 

1位賞品   

1位賞品   

グルメ部門ランキング 
長野県千曲市が生産シェア45％を誇るあんずを使用したスイーツがデザート・ドリンク部門を、
兵庫県淡路島の特産品たまねぎを使用した定番のお土産品「たまねぎスープ」がお土産部門の 
第1位をそれぞれ受賞した。 



エンタメ大賞  

第１位 長崎県佐世保市 

審査員特別賞として、作品やロケ地等エンターテイメントの力
を最大限活用し、PRされた地域を表彰 

ロケしたいまちNo.1 

第１位 福井県美浜町 

1「ロケーションジャパン.net」記事掲載 
2「第４回全国ふるさと甲子園」のロゴ贈呈 

賞品   

来場した映像制作者の 
アンケート投票で決定 

1 映像業界No.1ロケポータルサイト『ロケなび！』 
  ・メルマガ配信（映像制作者1,000人に告知） 
  ・SNS（FB、Instagram）配信 
2 「第４回全国ふるさと甲子園」のロゴ贈呈 

賞品   



●活用事例 
 ・市役所内での展示 
 ・首長/住民への報告会 
 ・マスコミリリース素材 

グランプリに与えられる優勝旗 
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安倍総理の「ふるさとづくり」に対する強い思いを受け、内閣官房「ふるさとづくり有識者会議」
において発表され、満場一致で「全国ふるさと甲子園」の開催が決定した経緯から、表彰状には、
内閣府が発行するものを使用している。 

表彰状に内閣府のしるし“五七桐の紋” 



約6,000人のアンケート＆取材で選ばれた！ 

全国1718市町村から54のロケ地を認定！ 

来場者約3,000人に配布！ 

日本語版に加えて、 
英語・中国語・韓国語の４か国語
で出版！ 
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観光庁公認「全国ロケ地MAP」を配布 

＼空港や駅など主要ターミナルで人気！／ 



豪華ゲスト陣 

いすみ市も舞台！カンヌ受賞作品
『万引き家族』の城くんがメン
バー！スタメンKiDSさん 

兵庫県神河町のロケ地を応援！ 
魅力を語る里見浩太朗さん 

会津若松市を愛する元バレー
ボール選手大林素子さん 

あの『孤独のグルメ』 
原作者 久住昌之さん 
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想いのある地域を応援する大物俳優から今話題のキッズ俳優もゲストとして登場した。そして 
今や国民的な番組でもある『孤独のグルメ』原作者も会場内を周遊しご当地グルメを満喫した。 

今年もブースや会場を盛り上げてくれた 
180名の跡見学園女子大学生！！ 



自主制作の告知チラシ 
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「全国ふるさと甲子園」は、ただのグルメイベントではなく、ロケ地としての地域をＰＲする
ための場である。チラシも細部までこだわって制作され、来場者が応援したい地域を選ぶため
の趣向が凝らされている。 



  出展一覧（全55団体） 
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ロケ地として撮影が行われた作品及びグルメで「行きたいまちNo.1」を決定するが、各出場地域
はＰＲのために官民が一体となって出展している。イベント回数を重ねるごとに「出展したい！」
という熱い想いをもつ地域が増え、全国公募された中で厳選された55団体が参加した。 



 会場MAP 

各地域のブースで 
ロケ地とグルメを 
PRしている様子 

坂道のアポロンの衣装を展示 
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会場内ではこのマップを持ち、来場者がお目当ての地域・グルメを目指して闊歩した。 
当日は超満員となり、来場者、そして地域をPRしたい参加者の熱気で溢れていた。 



 大満足 ６２人 
 満足  ４５人 
 ふつう      ２人 

満足度９８％  

  来場者アンケート結果 

１．「ふるさと甲子園の満足度は？」 

「次の旅行で行きたいロケ地を見つけました！」 

「好きな作品に登場したグルメに感動！」 

「ずっと行ってみたかったロケ地の魅力を知れました！」 

２．「全国ロケ地マップ」を見て 
   ロケ地に行きたくなりましたか？ 

 すごく行きたい ３５人 
 行きたい      ６９人 
 特に思わない     ８人 

行きたい度 
  ９３％  
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会場内では出展者・来場者ともに熱気のある盛り上がりをみせ、来場者の満足度も非常に高い
イベントとなった。下記の通り、会場で配布された全国ロケ地マップに対する満足度も非常に
高いことがわかる。 

普通２％ 

すごく 
行きたくなった 

31％ 

行きたくなった 
62％ 

特に思わない 
7％ 



一般来場者の 
 

 平均年齢は 

     25.6歳 
（女性：25.1歳 
 男性：29.1歳） 
      でした！ 

一般来場者調査 

１．「一般来場者男女比」 

「その他」の地域からは、 
北海道や福岡県、京都府、岩手県
など、全国からお越しいただきま
した！ 

２．「一般来場者の地域分類」 

東京 

37% 

神奈川 

16% 

埼玉 

12% 

千葉 

12% 

[分類名] 

[パーセン

テージ] 

[分類名] 

[パーセン

テージ] 

[分類名] 

[パーセン

テージ] 

その他 

13% 
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一般来場者は20代の来場者が多く、SNSでも随時イベントの盛り上がりが発信された。 
また、下記の通り関東圏だけではなく日本中から当イベントに来場しており、各地域による
ロケ・メディア・SNSを用いた積極的な情報発信も、イベント成功にむけた重要な要素のひ
とつであった。 



ボランティアアンケート結果 

 とても良かった ３８人 
 良かった      ２８人 
 ふつう          １人 

満足度 ９９％  

１．ふるさと甲子園に参加してどうでしたか？ 

跡見ふるさとサポーターの 
リーダー（キックオフの様子） 

2.7% 

（多数コメント） 
・地域の方と当日まで連絡を取っていたので 
 実際に会えた時や役に立てた時の感動が大きかった。 
・このイベントに関わることがなかったら出会わなかった 
 地域の方とお話しさせていただき、新しい魅力的なまち 
 を再発見できた。 
・このような大きなイベントに関われることが、自分の 
 経験値に繋がったと感じた。 
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総勢180名の跡見学園女子大学のボランティアがスタッフとして参加。 
イベントの盛り上げに大きく貢献し、地域から「全力で頑張ってくれた」と感謝の声が多数
寄せられた。 

とても 
良かった 

57％ 

良かった 
42％ 

普通1％ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ロケしたいまちNo.1順位結果】 

2.7% 

2位：兵庫県朝来市／静岡県静岡市 

１位：福井県美浜町 

映像制作関係者へのアンケートでロケした
くなったまちを1位～３位まで選定。 
２位以下は接戦の結果となった。 

3位：千葉県いすみ市／福井県福井市 

・一生懸命にPRする姿勢がよかった 
・担当者のロケ誘致に対する熱意が伝
わってきた 
・地域には知らない良いロケーション
がまだまだありそう 

【「ロケなび！」映像制作者の声】 

映像制作者アンケート結果 



メディア掲載一覧 

２０２ 媒体掲載 （2018年10月31日時点） 

■毎日新聞 
■産経ニュース 
■旅行新聞 
■伊豆新聞 
■岩手日報 
■千葉日報 
■千葉ホットニュース 
■山陽日日新聞  
■福島民友新聞 
■デーリー東北 
■外房経済新聞 
■NB Press Online 
■中国新聞 他、掲載多数 

■フジテレビ 
 「週刊フジテレビ批評」 
■YAHOO news  
■中国放送 （RCC) 
■エフエムびざん 
■広島ニュースTSS 
■47NEWS 
■Blue Ocean （TokyoFM） 
■交通新聞 
■モデルプレス 女子旅press 

週刊フジテレビ批評（フジテレビ） 2018/8/31 OA 
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フジテレビ『週刊フジテレビ批評』  
2018年9月2日（土） 



2018年9月4日（火） 
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2018年８月29日（水） 
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 『旅行新聞』 2018年7月5日（木） 

千葉県いすみ市 『外房経済新聞』2018年08月01日（水）  
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岐阜県飛騨市 
『岐阜新聞』  
2018年８月27日（月） 

 『YAHOO!ニュース』 2018年８月26日（日） 
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福島県会津若松市『福島民友』 2018年８月26日（日） 

 『福井新聞』 2018年８月26日（日） 
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神奈川新聞 2018年８月29日（水） 

千葉日報  
2018年８月30日（木） 
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【運営事務局】 
 ロケーションジャパン編集部 
（株式会社地域活性プランニング内） 

本資料はお取り扱いにご注意ください。 
内容に関するお問合せは下記へご連絡ください。 

担当：木庭清美・杉浦正樹・斎藤奨 
TEL: 03-5157-0567  MAIL: furusato-koshien@chiikikassei.co.jp 
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